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本書は、1980 年代から徐々にすすめられてきた競争法原理の導入は何をもたらすか。

近年の IIP 自由化、小売の全面自由化から、再生エネルギーの普及・ネットワーク部

門の法的分離・規制・安全確保・多様な電源確保の課題と消費者保護等や政策の実現

に向けて、経済法（独禁法）やエネルギー法の観点から検証しております。

 　　 電力自由化と法
　　　    　　　 －競争と多様な政策の実現－
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